
平
成
２
６
年
８
月

広
島
豪
雨
災
害
と

香
川
勝
雄
の
大
蛇
退
治
に
つ
い
て

佐
古

憲
作

は
じ
め
に

平
成
２
６
年
（
２
０
１
４
）
８
月
２
０
日
未
明
に
広
島
市
安
佐
南

区
を
中
心
に
発
生
し
た
土
砂
災
害
は
関
連
死
も
含
め
７
７
人
の
死
亡

者
が
出
る
な
ど
未
曾
有
の
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
災
害
だ
け
で
な
く
、
先
人
が
過
去
に
発
生
し
た
土
石
流
や
津

波
等
の
自
然
災
害
が
発
生
し
た
場
所
に
お
い
て
「
危
険
で
あ
る
」「
注

意
せ
よ
」
と
の
情
報
を
次
世
代
の
我
々
に
継
承
す
る
た
め
地
名
と
し

て
残
し
て
い
る
と
い
う
事
が
話
題
と
な
り
、
当
安
佐
南
区
八
木
で
も

昔
の
地
名
が
「
八
木
蛇
落
地
悪
谷
」
と
い
う
土
石
流
が
発
生
し
た
地

名
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
広
く
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

全
国
で
も
土
石
流
が
谷
を
流
れ
る
様
を
大
蛇
に
み
た
て
た
”
ジ
ャ

ヌ
ケ
”
と
呼
ば
れ
る
地
名
や
、
山
が
崩
れ
る
こ
と
自
体
を
示
す
”
ア

ズ
・
ア
ズ
キ
”
（
例
：
小
豆
島
）
・
円
弧
す
べ
り
を
起
こ
し
た
よ
う

に
崩
れ
る
”
ツ
エ
”
”
ヅ
エ
”
（
例
：
大
末
）
や
山
の
崩
落
に
よ
り

発
生
す
る
音
に
由
来
し
た
”
ナ
ル
”
（
例
：
鳴
川
）
、
土
石
流
を
山

津
波
と
表
現
し
た
”
ツ
ナ
ミ
”
（
例
：
安
芸
太
田
町
津
浪
）
な
ど
、

土
石
流
に
ま
つ
わ
る
地
名
は
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
都

市
部
に
お
い
て
は
山
地
部
の
開
発
に
よ
る
宅
地
化
、
人
口
の
増
加
等

の
原
因
に
よ
り
住
所
変
更
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
昔
の
地
名
が
失
わ
れ

て
い
る
箇
所
も
多
く
存
在
し
、
時
代
の
流
れ
と
共
に
先
祖
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
消
え
つ
つ
あ
る
の
が
実
状
で
す
。

安
佐
南
区
八
木
地
区
で
は
今
か
ら
約
５
０
０
年
前
の
１
５
３
２

年
、
当
時
こ
の
地
区
を
治
め
て
い
た
香
川
光
景
の
家
臣
で
戦
国
武
将

の
一
人
、
香
川
右
衛
門
太
夫
勝
雄
が
大
蛇
を
退
治
し
た
と
い
う
伝
説

が
あ
り
、
こ
れ
が
「
八
木
蛇
落
地
悪
谷
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

周
辺
に
は
こ
の
伝
説
を
裏
付
け
る
光
廣
神
社
、
貴
船
神
社
、
大
蛇

の
供
養
塔
、
蛇
王
池
等
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
大
蛇
退
治
（
土

石
流
が
発
生
し
た
谷
）
の
場
所
は
特
定
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。

土
砂
災
害
発
生
か
ら
約
６
年
が
経
過
し
、
安
佐
南
区
緑
井
３
丁
目

か
ら
同
八
木
９
丁
目
の
阿
武
山
周
辺
の
３
３
渓
流
で
は
、
平
成
２
６

年
度
か
ら
国
に
よ
る
緊
急
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
令
和
２
年
６
月
に

は
４
０
基
の
砂
防
堰
堤
と
関
連
施
設
の
整
備
が
概
ね
完
了
し
、
土
砂

災
害
か
ら
の
安
全
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。
（
図-

１
）

私
は
、
こ
の
土
砂
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
緑
井
及
び
八
木
地
区

で
築
造
さ
れ
た
全
て
の
砂
防
堰
堤
の
設
計
に
携
わ
り
山
や
谷
の
地
盤

状
況
を
調
査
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
知
見
で
得
た
地
質
情
報
や
古
い
地
名
、
古
墳
や
大
蛇
退
治
を

行
っ
た
後
に
建
立
さ
れ
た
祠
な
ど
の
地
物
等
の
位
置
関
係
か
ら
香
川

勝
雄
が
行
っ
た
大
蛇
退
治
を
行
っ
た
渓
流
、
そ
し
て
大
蛇
と
は
何
だ

っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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写真-1　口田2丁目から阿武山を望む

平
成

2
6
年

８
月

豪
雨

砂
防

堰
堤

建
設

状
況

（
国

土
交

通
省

分
）

岩
谷

川
砂

防
堰

堤

宇
那

木
山

1
号

砂
防

堰
堤

鳥
越

2
号

砂
防

堰
堤

植
林

砂
防

堰
堤

鳥
越

1
号

砂
防

堰
堤

鳥
越

4
号

砂
防

堰
堤

小
原

山
砂

防
堰

堤

小
原

山
砂

防
堰

堤

梅
林

台
砂

防
堰

堤

上
楽

地
2
号

砂
防

堰
堤

上
楽

地
1
号

砂
防

堰
堤

紫
之

采
砂

防
堰

堤

阿
武

の
里

1
号

砂
防

堰
堤

山
手

川
1
号

砂
防

堰
堤

五
反

田
川

砂
防

堰
堤

別
所

3
号

砂
防

堰
堤

下
細

野
1
号

砂
防

堰
堤

上
細

野
砂

防
堰

堤

鳴
渡

場
砂

防
堰

堤

八
木

1
号

砂
防

堰
堤梅
林

小
学

校

緑
井

小
学

校

八
木

小
学

校

神
楽

田
1
号

砂
防

堰
堤

宮
下

川
1
号

砂
防

堰
堤

矢
ヶ

谷
砂

防
堰

堤

宮
下

川
２

号
砂

防
堰

堤

宇
那

木
山

２
号

砂
防

堰
堤

神
楽

田
２

号
砂

防
堰

堤
（

設
計

中
）

鳥
越

３
号

砂
防

堰
堤

鳥
越

５
号

砂
防

堰
堤

上
山

1
号

砂
防

堰
堤

上
山

２
号

砂
防

堰
堤

阿
武

の
里

２
号

砂
防

堰
堤

小
原

山
土

石
流

堆
積

工

八
木

ヶ
丘

砂
防

堰
堤

山
手

川
２

号
砂

防
堰

堤

山
手

川
３

号
砂

防
堰

堤

山
手

川
４

号
砂

防
堰

堤

八
木

２
号

砂
防

堰
堤

別
所

４
号

砂
防

堰
堤

下
細

野
２

号
砂

防
堰

堤

下
細

野
３

号
砂

防
堰

堤

下
細

野
４

号
砂

防
堰

堤

上
細

野
土

石
流

堆
積

工

発
生

源
対

策
工

（
法

枠
工

）

凡
例

平
成

2
6
年

8
月

時
点

で
工

事
中

の
堰

堤

平
成

2
6
年

8
月

以
降

に
設

計
・

建
設

さ
れ

た
堰

堤

令
和

2
年

6
月

時
点

で
設

計
中

の
堰

堤

国
土

地
理

院
２

万
5
0
0
0
分

の
１

地
図

を
ベ

ー
ス

に
堰

堤
状

況
等

を
追

加
（

縮
尺

は
任

意
）

図
-１

八
木
・
緑
井
地
区
の
砂
防
堰
堤
建
設
状
況
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写真-2　八木3丁目　小原山砂防堰堤

写真-3　八木4丁目の砂防堰堤群

地
名
の
変
遷
を
た
ど
っ
て
み
る

八
木
地
区
の
名
前
が
歴
史
上
出
て
く
る
の
は
承
平
５
年
（
９
３
５
）

頃
に
編
纂
さ
れ
た
「
倭
名
類
聚
抄
」
と
さ
れ
ま
す
。
当
時
は
こ
の
地

方
一
帯
を
佐
伯
郡
と
称
し
緑
井
、
大
町
、
土
茂
、
養
我
、
幡
良
、
若

狭
の
六
郷
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
の
養
我
が
養
義
と
な
り
転
じ

て
八
木
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
厳
島
文
書
に
あ
る
「
並

行
兼
私
領
譲
状
」
で
は
佐
東
郡
八
木
村
と
あ
る
事
か
ら
こ
の
文
書

現代における八木地区の住居区域

１丁目

２丁目

３丁目

４丁目

５丁目

６丁目
７丁目

９丁目

８丁目

この範囲以外の場所は八木町となる

国土地理院地図に加筆

図-２　現代における八木地区の住居区域
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が
書
か
れ
た
仁
平
２
年
（
１
１
５
３
）
に
は
既
に
八
木
と
い
う
地
名

が
一
般
的
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

現
在
の
地
名
は
は
第
１
古
川
と
第
２
古
川
で
囲
ま
れ
た
範
囲
を
八

木
１
丁
目
、
Ｊ
Ｒ
可
部
線
か
ら
高
瀬
堰
交
差
点
ま
で
を
八
木
２
丁
目
、

Ｊ
Ｒ
可
部
線
か
ら
西
側
国
道
５
４
号
で
囲
ま
れ
た
範
囲
を
八
木
３
・

４
・
６
丁
目
、
国
道
５
４
号
と
Ｊ
Ｒ
可
部
線
で
囲
ま
れ
た
範
囲
を
７

安佐町

高陽町

旧佐東町字名図（八木地区のみ）
（昭和40年代）

宇津

鳴

馬
渕

渡り

下渡り

十分一

小宮

西真蒲
東真蒲

大末

大采

上細野

向イ代

中細野

中土居

代

寺屋

横割

大畠

別所

細田山

上細田

下細田

茅原

迫
田

堂ヶ内

中村
柏木

皆川

五反田城山

辻

天上林大西

柏谷室屋

上原

美濃越

田中

柴之采

野地

上楽地

上土居

下土居
岩見田

椿原市

久円 浄光院

足谷

小原

上小原

下小原

市ノ坪

西比原上内
川
東
西

西比原下

東比原

出典：想い出の佐東町
佐東地区まちづくり協議会 より

八木

緑井

関城

図-３　昭和４０年代の旧佐東町八木地区の字名図

・
８
丁
目
、
高
瀬
堰
交
差
点
か
ら
Ｊ
Ｒ
可
部
線
、
太
田
川
に
囲
ま
れ

た
範
囲
を
５
・
９
丁
目
、
８
丁
目
よ
り
太
田
川
上
流
と
山
を
八
木
町

と
い
う
よ
う
に
道
路
や
鉄
道
線
路
で
分
断
さ
れ
た
区
域
が
住
所
区
域

と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
図-

２
）

現
在
の
地
番
表
記
に
な
る
前
の
昭
和
４
０
年
代
（
１
９
６
５
）
に

は
、
八
木
地
区
は
６
０
の
字
地
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
（
図-

３
と

表-

１
）
こ
の
時
の
八
木
地
区
の
住
所
表
示
を
見
る
と
確
か
に
蛇
落

地
か
ら
変
わ
っ
た
と
さ
れ
る
上
楽
地
や
悪
谷
か
ら
変
わ
っ
た
と
さ
れ

る
足
谷
と
い
う
字
地
が
見
ら
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
中
期
の
宝
暦
１
２
（
１
７
６
２
）
年
の
八
木
村
の
字
地

の
一
覧
も
あ
り
ま
し
た
の
で
比
較
の
た
め
に
載
せ
て
み
ま
す
。
（
表

-

１
）
こ
の
字
地
は
昭
和
４
０
年
代
の
字
地
と
同
一
箇
所
に
あ
る
か

ど
う
か
は
位
置
図
が
な
か
っ
た
の
で
不
明
で
す
が
、
概
ね
一
致
す
る

字
名
も
数
多
く
あ
る
事
が
分
か
り
ま
す
。

こ
の
中
で
は
上
楽
地
は
上
楽
寺
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
昭
和
４
０
年

代
に
存
在
す
る
足
谷
と
い
う
字
名
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
足
谷
と
よ
ば

れ
る
字
地
は
戦
前
は
ほ
ぼ
集
落
は
な
く
、
戦
後
に
な
っ
て
開
発
が
行

わ
れ
、
梅
林
台
団
地
等
が
造
成
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
字
地
に

つ
い
て
は
人
が
住
ん
で
い
た
所
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
の
で
、
山
は

通
称
で
呼
ば
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

先
ほ
ど
紹
介
し
た
土
石
流
の
発
生
し
た
地
名
の
一
つ
の
”
ツ
エ
”

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
が
宝
暦
１
２
年
に
存
在
し
な
か
っ
た
「
大

末
」
と
い
う
字
名
が
昭
和
４
０
年
代
に
は
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
同
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昭和40年代
（1965）

宝暦12年
(1762)

昭和40年代
（1965）

宝暦12年
(1762)

古宮 市ノ坪 飛渡り 茶屋 辻 辻 小原

馬淵 椿原 縄屋 おどい 関城 関しろ 下小原

浄光院 たを 丸山 代 代ノ 上小原

足谷 平林 なら原 別所 別所 下土居

岩見田 谷川 下市 下細野 上土居

上原 堤（堤久） 出張 中細野 上楽地 上楽寺

柴之采 谷 酒屋 上細野 市 市

東比原 美濃越 一ツ屋 清水 迫田 さこ田 野地 野地

西比原下 五反田 ミどう かじや 堂河内 堂垣内 室屋 室屋

西比原上 中村 大下り けんをうや 渡り 田中 田中

内川東西 柏木 山ノ手 松原 下渡り 柏谷 柏谷

皆川 大畠 野原 国より 上渡り 天井林 天頭や

一ツ矢土手外 茅原 石丸 正じん 十分一 十歩市 細田山

向イ代 横割 平野 二ツ森 鳴 なる 下細田

細野土手外 寺尾 笹原 寺ノ 宇津 宇津 上細田

東真蒲 中土居 中屋 おけや

西真蒲 大采 河戸 たや 出典：昭和40年代の字地　想い出の佐東町　佐東地区まちづくり協議会

大末 はたはた 　　　　宝暦12年の字地　八木の歴史をまなぶ　八木地区連合町内会

表-1　八木地区における字地の変遷　昭和40年代・宝暦12年

（名称・読みが同じもしくは類似している）（名称が違う・宝暦12年にはなかったと推定される）

宝暦１２年には
川だったと思わ
れる字地

昭和40年代
（1965）

宝暦12年
(1762)

細田

小原

どい

細野

渡り

年
以
降
に
大
き
な
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
た
事
に
よ
り
、
あ
る
字
名
を

分
割
し
て
出
来
た
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

ま
た
表-

３
に
あ
る
比
原
等
少
な
く
と
も
１
０
の
字
名
は
、
地
形

の
形
状
か
ら
元
々
太
田
川
の
支
川
の
古
川
（
当
時
は
本
川
）
を
埋
め

立
て
て
作
ら
れ
た
土
地
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
宝
暦
１
２
年
に
は
存
在

し
て
い
な
か
っ
た
字
地
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

地
区
内
に
は
同
年
の
字
地
を
そ
の
ま
ま
名
字
と
さ
れ
て
い
る
方
も

多
く
お
ら
れ
る
こ
と
も
こ
の
地
の
特
徴
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
同
年
に
存
在
し
た
い
く
つ
か
の
字
名
は
そ
の

後
の
人
口
の
増
加
等
に
よ
り
集
落
が
再
編
さ
れ
た
と
い
う
事
を
物
語

り
ま
す
。

伝
説
の
爪
痕
と
そ
れ
以
前
の
遺
構
・
特
筆
す
べ
き
も
の

阿
武
山
周
辺
の
八
木
緑
井
地
区
は
、
そ
の
昔
、
現
在
あ
る
高
瀬
堰

周
辺
ま
で
が
海
（
入
江
）
で
あ
っ
た
た
め
、
阿
武
山
の
南
側
斜
面
に

は
多
く
の
弥
生
時
代
の
遺
跡
（
毘
沙
門
遺
跡
等
）
や
古
墳
時
代
の
遺

跡
（
古
墳
・
貝
塚
等
）
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
渓
流
を
歩
い
て
い
る

と
弥
生
式
土
器
の
か
け
ら
が
多
く
の
場
所
で
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ

の
時
代
の
人
た
ち
は
水
が
流
れ
る
谷
部
を
避
け
、
山
の
尾
根
等
を
中

心
に
居
住
地
や
古
墳
を
築
造
し
て
生
活
し
て
い
る
為
、
渓
流
の
中
に

あ
る
土
器
は
集
落
の
あ
っ
た
尾
根
か
ら
雨
に
よ
っ
て
流
さ
れ
た
も
の

と
推
察
さ
れ
ま
す
。
（
写
真-

４
・
５
）

砂
防
堰
堤
の
建
設
時
に
は
当
然
、
文
化
財
調
査
も
必
要
と
な
り
、
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図-４　八木地区の遺構・遺跡など

シンナシ遺跡

シンナシ古墳

鳥越古墳
砂防堰堤建設により消失

宇那木山3号古墳

光廣神社

貴船神社（龍王社）

尾の祠

胴の祠

蛇王池と呼ばれる池

蛇王池大蛇供養碑

足谷3号古墳

足谷4号古墳

水元貝塚
団地造成によりほぼ消失

小原1号古墳

小原2号古墳

中田公園遺跡

天井林1号古墳

天井林2号古墳

鳥越峠西古墳

鳥越峠遺跡

観音堂

明治時代の鉱山跡

国土地理院 ２万5000分の１地図に
渓流境・遺跡等の情報を追記
（縮尺は任意）

火葬場 大正～昭和

浄楽寺

龍華寺

大國神社

足谷５・６号古墳（消滅）
足谷１・２号古墳（消滅）

足谷遺跡（消滅）

江戸時代以前の古墳・遺構

大蛇退治に関わるもの

それ以外で特筆すべきもの

尾根境

そ
の
所
在
の
確
認
の
た
め
、
県
、
市
の
担
当
者
と
現
地
を
歩
い
て
確

認
し
ま
し
た
。
現
地
を
歩
い
た
結
果
や
県
で
公
表
さ
れ
て
い
る
遺
跡

位
置
等
を
踏
ま
え
て
古
墳
等
の
場
所
と
渓
流
の
尾
根
、
大
蛇
退
治
に

ま
つ
わ
る
遺
構
等
に
つ
い
て
位
置
図
を
作
成
し
て
み
ま
し
た
。
（
図

-

４
）

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
や
は
り
古
墳
に
つ
い
て
は
山
の
尾
根
を
中
心

に
作
ら
れ
て
い
る
事
が
わ
か
り
ま
す
が
、
一
方
で
山
の
尾
根
に
古
墳

が
な
い
場
所
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
佐
東
町
史
を
み
る
と
、「
戦
後
、

住
宅
団
地
の
開
発
が
著
し
か
っ
た
梅
林
台
団
地
や
県
営
緑
丘
住
宅
周

辺
で
は
文
化
財
調
査
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
撤
去
さ
れ
た
古
墳
も
多
く

あ
っ
た
。
取
り
壊
さ
れ
た
古
墳
の
石
の
数
か
ら
推
察
さ
れ
る
に
５
～

１
０
基
の
墳
墓
が
あ
っ
た
。
」
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
開
発
等
に
よ

っ
て
図
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
多
く
の
古
墳
が
消
滅
し
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

写真-4　足谷4号古墳

写真-5　阿武山中で見られる弥生式土器のかけら
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こ
の
他
、
明
治
時
代
に
銅
の
採
掘
と
し
て
掘
ら
れ
た
鉱
口
跡
（
写

真-

６
）
や
、
昭
和
中
期
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
共
同
の
火
葬
場
等

も
阿
武
山
山
麓
に
存
在
し
ま
す
。

香
川
勝
雄
が
行
っ
た
大
蛇
退
治
に
関
連
す
る
神
社
、
遺
構
等
は
次

の
も
の
が
あ
り
、
無
形
で
は
あ
り
ま
す
が
、
歌
や
名
字
に
入
っ
て
い

る
も
の
、
書
籍
も
発
行
さ
れ
て
ま
す
。

①

光
廣
神
社

大
蛇
を
退
治
し
た
２
本
の
太
刀
を
近
く
の
八
幡
に
奉
納
し
た

と
あ
り
、
こ
の
八
幡
が
光
廣
神
社
で
す
。
太
刀
は
昭
和
９
年
に

見
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
、
太
刀
は
失

わ
れ
て
い
ま
す
。

光
廣
神
社
は
八
木
城
主
香
川
氏
の
祈
願
所
で
あ
っ
た
と
言
わ

写真-6　龍華寺のある渓流での銅山跡
（掻きだした石と入口の石組みが見える）

れ
て
い
ま
す
。
ご
祭
神
は
佐
東
町
史
に
よ
る
と
八
幡
三
神
を
主

神
と
し
て
相
殿
に
明
治
初
年
地
区
内
の
小
祠
火
之
迦
具
士
神
、

大
歳
神
、
菅
原
神
、
猿
田
彦
神
、
天
鈿
女
神
を
祀
り
境
内
神
と

し
て
稲
荷
神
社
が
あ
る
。
と
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
細
野
神
社
と
光
廣
神
社
の
間
で
行
わ
れ
る
雨
乞
い
踊

り
が
あ
る
と
の
事
で
す
。

②

貴
船
神
社
と
胴
の
祠
、
尾
の
祠

香
川
勝
雄
が
大
蛇
を
退
治
し
た
後
に
周
辺
の
住
民
に
よ
り
建

立
さ
れ
て
い
ま
す
。
光
廣
神
社
が
あ
る
山
の
尾
根
の
阿
武
山
山

頂
へ
の
登
山
ル
ー
ト
に
下
か
ら
尾
の
祠
、
そ
こ
か
ら
１
０
０
ｍ

程
度
離
れ
た
位
置
に
胴
の
祠
が
あ
り
、
阿
武
山
山
頂
の
貴
船
神

社
に
は
大
蛇
の
首
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

尾
の
祠
、
胴
の
祠
、
貴
船
神
社
と
も
建
立
年
は
不
明
で
す
。 写真-7・8　光廣神社
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現
地
の
状
況
か
ら
推
察
す
る
と
、
尾
の
祠
、
胴
の
祠
は
近
く

に
あ
る
花
崗
岩
の
巨
石
を
並
べ
、
一
部
は
平
ら
に
な
る
よ
う
に

加
工
し
て
階
段
状
の
祭
壇
を
作
り
、
そ
の
上
に
祠
が
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
貴
船
神
社
は
胴
の
祠
か
ら
５
０
０
ｍ
程
度
離
れ
た

阿
武
山
の
山
頂
に
あ
り
ま
す
が
、
阿
武
山
の
山
頂
周
辺
の
岩
質

は
泥
岩
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
神
社
に
使
用
さ
れ
て
い
る
石

は
花
崗
岩
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
祭
壇
上
の
石
も
尾

の
祠
、
胴
の
祠
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
よ
り
も
小
さ
く
、
人

が
な
ん
と
か
運
べ
る
大
き
さ
の
も
の
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
貴
船
神
社
の
石
は
胴
の
祠
の
周
辺
の
山
中
で

採
取
し
、
頂
上
ま
で
運
ば
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

写真-9・10　貴船神社（上）と案内板（下）

③

蛇
落
地
観
世
音
像

県
営
緑
丘
住
宅
と
梅
林
台
団
地
の
境
に
あ
る
観
音
堂
に
観
世 写真-11・12　尾の祠（遠景）（上）と（近景）（下）写真-13・14　胴の祠（遠景）（上）と（近景）（下）
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音
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
観
音
堂
は
蛇
落
地
観
世
音
菩
薩
堂
と
言
わ
れ
、
弘
化
４

年
（
１
８
４
７
）
１
０
月
に
阿
武
山
山
頂
よ
り
降
ろ
さ
れ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
地
元
の
方
の
情
報
に
よ
る
と
蛇
落
地
観
世
音

像
は
昭
和
の
あ
る
時
期
に
盗
難
に
遭
い
、
現
在
は
そ
の
姿
を
見

る
事
は
出
来
な
い

と
の
事
で
し
た
。

④

蛇
王
池
供
養
塔
と
蛇
王
池
と
呼
ば
れ
る
池

蛇
王
池
の
供
養
塔
は
昭
和
２
７
年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、

写真-15　蛇落地観世音像
（佐東町史より転載）

写真-16　観音堂（八木3丁目）

建
立
当
時
の
話
を
知
る
複
数
の
人
か
ら
聞
い
た
話
で
は
、
元
々

こ
こ
ら
辺
り
に
池
は
な
く
、
場
所
も
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
「
こ

こ
に
し
よ
う
」
と
言
う
こ
と
で
建
て
た
と
の
事
で
し
た
。

八
木
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
「
し
ら
う
め
」
に
書
か
れ

て
い
る
「
大
蛇
伝
説

蛇
王
池
物
語
」
で
は
「
江
戸
時
代
中
期

の
宝
暦
年
間
（
１
７
５
０
～
６
０
頃
）
ま
で
は
底
な
し
の
沼
で

稲
の
種
を
播
く
の
に
も
板
に
乗
っ
て
播
い
て
い
た
と
言
う
こ
と

で
あ
る
。
」
と
あ
り
、
そ
も
そ
も
、
沼
に
田
植
え
が
出
来
た
と

言
う
こ
と
な
の
で
、
蛇
王
池
は
一
般
に
想
像
す
る
よ
う
な
た
め

池
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
ぬ
か
る
み
の
深
い
湿
地
で
は
な

か
っ
た
の
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
地
域
の
方
が
言

う
よ
う
な
「
た
め
池
」
の
よ
う
な
沼
は
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と

も
納
得
出
来
ま
す
。

写真-17　蛇王池供養塔
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こ
の
供
養
塔
に
は
以
下
の
文
字
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

表
面

南
無
妙
法
蓮
華
経

蛇
王
池
大
蛇
靈
發
菩
提
心
妙
塔

右
面

昭
和
二
十
七
年
第
四
百
二
十
遠
忌
相
當

發
起
世
話
人

同
心
會

背
面

一
切
衆
生
悉
有
沸
性

施
主

龍
華
寺
檀
信
徒
一
同

國
前
寺
檀
徒
有
志

山
田

新
太
郎

辻

治
光

藤
岡

眞
信

梶
川

順
造

左
面

天
文
元
年
壬
辰
二
月
二
十
七
日
八
木
村
阿
生
山
字
中

迫
に
於
て
當
村
の
勇
士
香
川
右
衛
門
太
夫
勝
雄

大
蛇
を
退
治
す

其
の
首
當
地
に
落
ち
て
隠
れ
た
と

言
ふ
因
っ
て
蛇
王
池
と
梢
す

ま
た
、
そ
の
供
養
塔
か
ら
直

線
距
離
で
約
５
０
ｍ
北
西
側

に
離
れ
た
と
こ
ろ
に
蛇
王
池

で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
小
さ
な

池
も
残
っ
て
い
ま
す
が
、
前

述
と
の
兼
ね
合
い
が
気
に
な

り
ま
す
。

写真-18　蛇王池とよばれる池

⑤

太
刀
の
名
を
継
ぐ
人
た
ち

蛇
王
池
周
辺
に
は
「
刀
川
（
た
ち
か
わ
）
」
「
刀
山
（
た
ち

や
ま
）
」
「
刀
納
（
た
ち
の
）
」
と
大
蛇
伝
説
で
光
廣
神
社
に
奉

納
さ
れ
た
太
刀
に
ま
つ
わ
る
名
字
が
残
っ
て
い
ま
す
。

八
木
城
主
で
あ
っ
た
本
家
の
香
川
家
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
に

敗
北
し
た
後
、
毛
利
氏
に
同
行
し
萩
に
移
り
住
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
岩
国
領
小
早
川
家
に
仕
え
た
香
川
家
も
岩
国
に
移
っ

て
い
る
た
め
、
家
臣
で
あ
れ
ば
一
緒
に
同
行
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
古
く
は
光
廣
神
社
と
関

係
が
あ
り
、
こ
の
地
に
残
っ
た
方
々
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

の
辺
の
い
き
さ
つ
は
調
査
を
し
て
い
な
い
の
で
よ
く
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

⑥

蛇
王
池
田
植
歌
と
水
汲
み
歌

次
に
紹
介
す
る
「
黄
鳥
の
笛
」
の
中
で
明
治
の
初
め
頃
ま
で

田
植
え
歌
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
た
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

蛇
王
池
田
植
歌

と
ん

 
 

 

す
っ
て
こ

 
 

て
こ

 

蛇
王
池
様
は

ど
ち
ら
か
ら
ご
ざ
る
や
ら

ア
リ
ャ

黒
毛
の
駒
に

た
づ
な
を
ゆ
り
か
け
て
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阿
生
の
山
へ
登
っ
て

斬
っ
た
ら
飛
ん
で
来
た

ア
リ
ャ

龍
頭
の
お
池
に

宝
の
籾
を
播
き
お
っ
た

播
い
て
早
う
去
れ

こ
の
田
に
ゃ
大
蛇
が
お
る
と
さ

（
返
し
）

え
へ
い
早
う
去
れ

こ
の
田
に
ゃ
大
蛇
が
お
る
と
さ

と
ん

 
 

す
っ
て
こ

 
 

て
こ

と
ん

 
 

 

す
っ
て
こ

 
 

て
こ

 

ア
ゝ
躍
る
龍
頭
の

血
の
雨
降
っ
て
ご
ざ
る

ア
リ
ャ

す
ご
い
う
め
き
に

沈
ん
だ
と
こ
ろ
よ

底
な
し
沼
地
の

今
日
田
植

ア
リ
ャ

龍
頭
の
お
池
に

宝
の
籾
を
播
き
お
っ
た

播
い
て
早
う
去
れ

こ
の
田
に
ゃ
大
蛇
が
お
る
と
さ

（
返
し
）

え
へ
い
早
う
去
れ

こ
の
田
に
ゃ
大
蛇
が
お
る
と
さ

と
ん

 
 

す
っ
て
こ

 
 

て
こ

下
り

 

千
秋
万
歳
楽

刀
洗
（
た
ち
あ
ら
い
）
の
川
で
き
よ
め
た

水
汲
み
歌

 

の
ど
が
か
わ
く
な
ら

御
奇
良
巧
水
（
ご
き
ろ
く
す
い
）
の
清
水
を

ま
だ
も
か
わ
く
な
ら

蛇
王
池
清
水
を
七
た
び

 

頭
が
痛
め
ば

大
蛇
の
霊
へ
清
水
を

ま
だ
も
痛
む
な
ら

蛇
王
池
清
水
を
七
た
び

⑦

香
川
勝
雄
の
生
涯
を
書
い
た
本
「
黄
鳥
の
笛
」

昭
和
２
７
年
（
１
９
５
２
）
の
蛇
王
池
供
養
祭
の
時
に
、
地

元
八
木
出
身
の
辻
治
光
氏
に
よ
り
取
り
纏
め
ら
れ
た
簡
単
な
蛇

王
池
伝
説
に
関
す
る
資
料
が
配
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
今
で
は
そ

の
資
料
は
失
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
、
昭
和
３
３
年
（
１

９
５
８
）
に
同
じ
く
辻
治
光
氏
に
よ
り
、
再
度
編
纂
し
直
し
た

香
川
勝
雄
の
生
涯
を
描
い
た
物
語
の
「
黄
鳥
の
笛
」
が
発
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
序
章
に
は
、
辻
氏
が
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）
３
月
に

古
老
か
ら
聞
い
た
香
川
勝
雄
の
伝
記
物
語
に
つ
い
て
興
味
を
引

き
文
献
な
ど
を
調
べ
て
物
語
を
書
い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

広島民俗第94号（2020.9)投稿資料

- 11 -



物
語
は
３
編
に
分
け
て
書
い
て
あ
り
、
第
１
編

若
葉
の
巻

で
は
、
香
川
勝
雄
の
出
生
か
ら
東
明
寺
観
音
滝
修
行
、
元
服
、

出
征
、
伊
勢
神
宮
の
参
拝
ま
で
が
、
第
２
編
で
は
大
蛇
退
治
、

第
３
編
で
は
大
蛇
退
治
の
後
の
香
川
勝
雄
の
周
辺
で
起
こ
っ
た

八
木
城
合
戦
、
仁
保
島
・
厳
島
合
戦
と
最
後
に
香
川
勝
雄
が
戦

死
し
た
高
田
城
合
戦
ま
で
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
大
蛇
退
治
の
後
に
宴
を
行
っ
た
時
に
使
用
さ
れ

た
と
い
う
杯
や
香
川
勝
雄
が
所
有
し
て
い
た
と
さ
れ
、
本
の
表

題
と
な
っ
て
い
る
「
黄
鳥
の
笛
」
な
ど
の
写
真
や
絵
図
等
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
詳
し
く
読
む
と
当
時
の
書
物
に
は
あ
ま
り
有
名
で
も

な
い
戦
国
武
将
の
事
柄
が
頻
繁
に
事
細
か
に
書
か
れ
て
い
る
訳

も
な
く
、
例
え
ば
、
後
述
す
る
「
香
川
勝
雄
斬
二

大
蛇
一

事
」

に
も
数
名
の
武
将
の
名
前
は
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら

各
武
将
が
何
を
考
え
ど
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
た
と
か
は
書
か
れ

て
い
な
い
の
で
、
断
片
的
な
情
報
か
ら
筆
者
が
想
像
を
膨
ら
ま

せ
て
書
い
て
い
る
部
分
も
多
く
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。

第
２
編
で
は
大
蛇
退
治
後
に
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ

れ
る
地
名
の
由
来
や
勝
雄
の
眼
の
治
療
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
御

奇
良
巧
霊
水
の
話
等
、
勝
雄
と
は
あ
ま
り
関
係
の
な
い
部
分
も

事
細
か
く
書
い
て
あ
り
ま
す
。

第
２
編
の
本
文
中
に
筆
者
が
昭
和
１
０
年
（
１
９
３
５
）
８

月
１
５
日
に
発
起
し
て
「
勝
雄
社
」
を
作
り
「
目
の
宮
」
と
し

て
勧
請
し
奉
り
、
そ
の
翌
年
の
昭
和
１
１
年
（
１
９
３
６
）
５

月
８
日
に
龍
華
寺
の
道
場
が
建
立
さ
れ
た
事
も
書
か
れ
て
い
ま

す
。
（
龍
華
寺
の
公
称
は
昭
和
２
３
年
（
１
９
４
８
）
岩
本
妙

栄
上
人
に
よ
り
創
建
）

前
述
し
た
蛇
王
池
田
植
歌
と
水
汲
み
歌
も
第
２
編
に
出
て
き

ま
す
。
ま
た
、
昭
和
５
１
年
に
発
行
さ
れ
た
八
木
小
学
校
創
立

百
周
年
記
念
誌
「
し
ら
う
め
」
に
書
か
れ
て
い
る
大
蛇
伝
説
蛇

王
池
物
語
や
昭
和
５
５
年
３
月
に
発
行
さ
れ
た
「
佐
東
町
史
」

に
も
香
川
勝
雄
の
大
蛇
退
治
の
事
が
触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
佐

東
町
史
に
は
観
音
堂
に
あ
る
蛇
落
地
観
世
音
菩
薩
と
合
わ
せ
て

記
述
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
観
音
堂
が
昔
は
東
明
寺
と
関
係
が
あ

っ
た
と
「
黄
鳥
の
笛
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
注
釈
が
あ
り
、

（
毘
沙
門
天
堂
縁
起
の
中
記
述
が
あ
り
、
東
明
寺
の
名
前
だ
け

が
毘
沙
門
天
堂
に
残
っ
て
い
る
）
も
し
、
八
木
に
東
明
寺
が
あ

っ
た
と
す
る
と
毘
沙
門
天
と
の
関
係
が
説
明
出
来
な
い
と
し
、

面
白
可
笑
し
く
書
い
た
観
音
信
仰
の
一
つ
で
あ
る
と
一
括
さ

れ
、
大
蛇
退
治
の
事
の
詳
し
く
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
い
ず

れ
の
書
も
「
黄
鳥
の
笛
」
が
相
当
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。原

文
の
陰
徳
太
平
記
に
あ
る
「
香
川
勝
雄
斬
二

大
蛇
一

事
」

で
は
大
蛇
退
治
を
し
た
時
に
眼
を
患
い
そ
の
後
完
治
し
た
事
、

勝
雄
が
作
州
高
田
合
戦
で
死
ん
だ
事
が
簡
単
に
書
か
れ
て
終
わ

っ
て
い
ま
す
。

「
黄
鳥
の
笛
」
の
第
２
編
で
は
原
文
に
は
な
い
大
蛇
退
治
を
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し
た
と
き
に
付
け
た
地
名
の
話
や
大
蛇
退
治
後
に
八
木
城
に
帰

着
し
た
後
の
宴
の
話
や
翌
日
に
盲
目
に
な
っ
て
完
治
す
る
ま
で

３
年
間
の
物
語
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

地
名
の
話
で
は

勝
雄
が
斬
っ
た
大
蛇
の
首
が
初
め
に
落
ち
た
と
こ
ろ
を
刀

延
（
た
ち
の
ぶ
）
、
二
度
目
に
飛
び
入
っ
た
と
こ
ろ
を
大

蛇
の
首
か
ら
流
れ
る
血
が
箒
の
よ
う
に
噴
き
つ
つ
飛
ん
だ

の
で
箒
溝
（
ほ
う
き
み
ぞ
）
、
最
後
に
飛
び
入
っ
た
と
こ

ろ
は
大
蛇
の
血
で
池
と
な
り
、
そ
の
池
の
中
に
深
く
隠
れ

入
っ
た
と
い
う
の
で
蛇
王
池
（
じ
ゃ
お
う
じ
）
と
称
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
あ
た
り
を
蛇
落
地
と
称
し
て
い
た

が
、
後
に
語
路
に
よ
っ
て
上
楽
地
と
書
き
改
め
ら
れ
た
。

ま
た
大
蛇
が
落
ち
た
近
く
に
あ
っ
た
井
戸
の
水
が
甘
か
っ

た
の
で
勝
雄
が
「
甘
露
」
と
名
付
け
た
が
、
そ
の
後
大
蛇

が
落
ち
た
後
に
は
勇
気
づ
け
、
邪
気
払
い
、
病
魔
退
散
ま

で
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
「
龍
水
」
と
称
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
盲
目
に
な
っ
た
勝
雄
は
阿
武
山
の
目
薬
滝
と

呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
霊
水
を
目
に
入
れ
た
途
端
、
膿
が
で

て
治
癒
し
、
そ
の
後
そ
の
泉
は
眼
病
に
効
く
霊
験
あ
ら
た

か
な
水
と
し
て
知
ら
れ
る
「
御
奇
良
功
水
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

蛇
王
池
か
ら
直
線
距
離
で
約
７
０
０
ｍ
離
れ
た
龍
華
寺
に
は

こ
の
「
御
奇
良
功
霊
水
」
が
あ
り
ま
し
た
。

龍
華
寺
・
蛇
王
池
法
要
・
黄
鳥
の
笛
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
何

ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で
は
深
く

追
求
し
な
い
事
と
し
ま
す
。

砂
防
堰
堤
の
設
計
に
携
わ
り
分
か
っ
た
事

土
砂
災
害
の
発
生
し
た
阿
武
山
の
東
側
斜
面
で
は
、
土
石
流
が
発

生
し
た
渓
流
は
も
と
よ
り
、
発
生
し
な
か
っ
た
渓
流
に
つ
い
て
も
今

後
の
土
石
流
に
備
え
て
の
砂
防
堰
堤
の
計
画
が
全
て
の
谷
部
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
砂
防
堰
堤
の
設
計
に
つ
い
て
は
、
堰
堤
位
置
で
基
礎
地

盤
を
確
認
す
る
為
、
一
基
の
砂
防
堰
堤
に
つ
き
左
岸
側
尾
根
、
右
岸

側
尾
根
、
本
堤
谷
部
、
垂
直
壁
部
の
最
低
４
箇
所
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
を
行
な
い
ま
し
た
。
こ
の
調
査
に
よ
り
次
の
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。①

全
て
の
渓
流
で
過
去
に
土
石
流
が
発
生
し
て
い
た
痕
跡
が
あ
っ

た
事
。

②
緑
井
か
ら
光
廣
神
社
北
側
の
渓
流
ま
で
は
花
崗
岩
を
主
体
と
し

た
土
質
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
北
東
側
の
阿
武
山
山
頂
を
含
め
た

土
質
は
泥
岩
を
主
体
と
し
た
土
質
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
太
田
川

橋
周
辺
で
は
泥
岩
と
花
崗
岩
の
層
が
入
り
交
じ
っ
て
見
ら
れ
、

八
木
墓
園
付
近
で
は
表
面
が
泥
岩
で
そ
の
下
が
花
崗
岩
と
い
う

地
層
で
あ
っ
た
。

③
別
所
団
地
か
ら
太
田
川
橋
に
か
か
る
渓
流
で
は
数
百
万
年
の
太
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写真-19　元々1つの渓流が過去の土石流により
2つに分かれた光廣神社東側の渓流

図-5　光廣神社東側渓流の地質図

標高50m

地山 花崗岩
崖錐堆積物
古い時代の土石流堆積物
割と新しい時代の土石流堆積物
平成26年土石流の堆積物

光廣神社側 八木4丁目側

平成26年度 広島西部山系八木緑井地区砂防堰堤予備設計（その５）業務
パシフィックコンサルタンツ（株）地質調査平面図を基に作成

尾根 尾根 尾根谷谷

標高60m

標高70m

標高60m

標高70m

標高50m

古
の
昔
、
山
体
崩
壊
に
近
い
土
石
流
が
発
生
し
、
そ
の
結
果
、

別
所
団
地
を
含
む
台
地
状
の
土
地
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
堆
積
土

が
連
続
作
用
で
再
結
化
（
再
び
石
に
な
り
つ
つ
あ
る
）
を
し
て

い
る
、
ま
た
は
洗
掘
を
受
け
て
谷
と
な
っ
て
い
た
。

④
光
廣
神
社
東
側
の
隣
接
す
る
２
つ
の
渓
流
は
元
々
１
つ
の
渓
流

で
あ
り
、
少
な
く
と
も
２
回
の
大
き
な
土
石
流
に
よ
る
発
生
し

た
土
砂
が
「
か
ま
ぼ
こ
状
」（
扇
状
）
に
堆
積
し
、
そ
の
結
果
、

渓
流
が
２
つ
に
分
流
さ
せ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
状
況
の
渓
流

は
阿
武
山
の
あ
る
八
木
・
緑
井
地
区
の
他
の
渓
流
で
は
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
砂
防
堰
堤
下
流
の
八
木
用
水
よ
り
山
側
の
平
地
部
に
お
い

て
地
質
学
会
に
よ
る
ト
レ
ン
チ
調
査
が
行
わ
れ
、
採
取
し
た
土
砂
を

Ｃ
1
4
法
で
解
析
し
た
結
果
、
緑
井
か
ら
八
木
の
複
数
の
渓
流
で
香

川
勝
雄
の
大
蛇
退
治
し
た
年
代
と
近
い
頃
に
土
石
流
が
発
生
し
て
い

る
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

戦
国
武
将
香
川
勝
雄
の
行
っ
た
大
蛇
退
治
と
は

「
香
川
勝
雄
斬
二

大
蛇
一

事
」
は
享
保
２
年
（
１
７
１
７
）
に
岩
国

領
の
家
老
香
川
正
矩
の
二
男
香
川
景
継
が
父
編
纂
の
「
陰
徳
記
」
を

再
編
纂
し
出
版
し
た
「
陰
徳
太
平
記
」
第
八
に
「
隠
岐
国
合
戦
之
事
」

「
摂
州
諸
所
合
戦
之
事
」
「
大
内
義
隆
九
州
渡
海
付
大
内
小
弐
和
睦

之
事
」
と
と
も
に
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

本
来
は
米
原
正
義
氏
校
注
の
も
の
を
載
せ
る
と
い
い
の
で
し
ょ
う
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が
、
レ
点
や
一
段
二
段
読
み
と
な
っ
て
い
て
難
し
い
の
で
「
八
木
の

歴
史
を
ま
な
ぶ
（
八
木
学
区
連
合
町
内
会
）
」
に
よ
り
一
部
書
き
直

さ
れ
た
全
文
を
掲
載
し
ま
す
。

こ
の
物
語
、
順
を
追
っ
て
読
ん
で
い
く
と
大
き
く
７
つ
の
事
柄
に

分
類
出
来
る
よ
う
で
、
内
容
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
途
中
部
分
に

標
題
（
し
お
り
）
を
付
け
て
み
ま
し
た
。

本
文
を
読
む
と
当
時
の
様
子
が
し
っ
か
り
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

香
川
勝
雄
斬
二

大
蛇
一

事

陰
徳
太
平
記
上

巻
第
八

【
①
災
害
の
状
況
】

天
文
元
年
の
春
、
藝
州
佐
東
郡
八
木
村
の
内
、
阿
生
山
の
中
迫
と

云
ふ
處
に
大
蛇
顕
れ
て
往
來
を
悩
乱
す
。

其
形
状
を
聞
く
に
、
其
大
き
さ
巨
象
を
も
呑
む
べ
く
、
其
長
さ
崑

崙
も
繞
る
べ
し
。
入
丘
八
谷
の
間
に
蔓
延
り
、
松
栢
背
上
に
生
ひ
た

り
、
其
頸
蹙 

と
し
て
、
其
腸
次
且
た
り
。 

鼻
鈎
牙
有
つ
て
、
眼

光
日
月
竝
懸
け
た
り
、
舌
を
掉
り
て
は
紅
煙
焔
を
翻
し
、
身
を
盤
ら

し
て
は
白
花
を
蹙
む
。
草
掻
き
風
動
じ
て
百
毒
齋
し
く
起
こ
り
て
雲

霧
常
に
掩
ひ
け
れ
ば
、
走
獣
も
地
を
避
け
飛
禽
も
空
を
渡
ら
ず
。
芟

を
持
つ
盆
荒
雄
、
耒
を
執
る
田
長
な
ど
、
不
幸
に
行
き
遭
ひ
て
は
肝

を
寒
し
、
氣
を
絶
す
。
か
ゝ
れ
ば
近
邊
に
往
來
の
道
絶
え
て
東
作
業

を
妨
げ
、
樵
蘇
途
を
失
う
て
村
民
愁
苦
す
る
事
甚
し
。

【
②
八
木
城
主
香
川
家
の
と
っ
た
対
応
】

八
木
の
城
主
香
川
左
衛
門
尉
光
景
此
由
を
聞
い
て
、
吾
が
領
内
と

云
ひ
、
殊
に
館
に
遠
か
ら
ざ
る
所
に
か
ゝ
る
不
思
議
の
有
り
け
る
を
、

其
儘
に
て
置
か
ん
事
吾
が
武
功
の
瑕
瑾
也
と
て
、
一
族
家
中
の
者
共

を
召
し
集
め
、
大
蛇
退
治
す
べ
き
異
見
を
請
ひ
け
る
に
、
一
門
の
者

共
は
言
ふ
に
及
ば
ず
。
家
子
若
黨
の
中
に
も
香
川
石
見
守
、
江
戸
十

郎
兵
衛
、
猿
渡
壹
岐
守
、
三
宅
源
四
郎
、
芥
川
七
郎
、
青
木
十
大
夫
、

銭
櫃
四
郎
な
ど
云
ひ
て
、
剛
強
人
に
勝
れ
た
る
者
共
多
か
り
け
れ
共
、

若
し
仕
損
じ
て
は
香
川
の
家
の
恥
辱
を
致
す
べ
し
と
思
ひ
、
誰
進
み

出
で
ゝ
退
治
せ
ん
と
云
ふ
者
こ
そ
無
か
り
け
れ
。

【
③
香
川
勝
雄
参
上
】

爰
に
同
じ
く
郎
等
に
香
川
右
衛
門
太
夫
勝
雄
と
云
ふ
者
あ
り
。
十

五
歳
の
春
に
軍
場
に
赴
き
、
敵
二
人
を
討
取
り
し
よ
り
巳
來
、
諸
所

の
戰
功
勝
げ
て
計
ふ
べ
か
ら
ず
。
其
骨
柄
、
長
六
尺
八
分
有
つ
て
、

骨
太
に
し
て
眼
逆
に
裂
け
、
隆
準
口
廣
く 

反
り
て
頬
髭
荒
々
と
生

ひ
、
腕
に
は
力
贅
幾
等
共
な
く
累
々
と
し
て
、
毛
は
猪
の
怒
毛
の
如

く
生
ひ
茂
り
、
色
眞
黒
に
し
て
十
五
人
が
力
を
蓄
へ
た
れ
ば
、
さ
な

が
ら
寺
前
の
仁
王
を
黒
漆
に
塗
出
し
た
る
に
殊
な
ら
ず
。
常
に
伝
ひ

け
る
は
、
人
が
人
を
切
る
こ
と
は
珍
し
か
ら
ず
、
鬼
神
か
天
狗
な
ど

を
切
り
た
ら
ん
こ
そ
異
常
の
巧
共
云
ひ
つ
べ
け
れ
。
哀
五
百
年
も
千

年
も
巳
前
に
生
ま
れ
た
ら
ま
し
か
ば
、
源
頼
光
の
御
内
に
四
天
王
と

聞
え
た
る
人
々
に
列
し
て
、
大
江
山
の
酒
呑
童
子
を
斬
り
、
羅
生
門

の
鬼
を
も
綱
殿
に
は
せ
さ
せ
ざ
ら
ま
し
物
を
、
今
澆
季
の
世
と
成
つ
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て
か
ゝ
る
奇
怪
の
事
も
無
け
れ
ば
末
代
に
知
ら
る
ゝ
大
功
を
も
な
さ

で
、
空
し
く
朽
果
て
な
ん
こ
と
こ
そ
口
惜
し
け
れ
。
如
何
な
る
不
思

議
も
出
來
れ
よ
か
し
、
人
に
先
を
ば
せ
さ
せ
じ
も
の
を
と
、
腕
お
し

摩
り
て
居
た
り
け
る
。
此
時
し
も
伊
勢
神
宮
に
し
て
有
り
け
る
が
歸

さ
の
路
次
に
斯
と
聞
き
て
、
あ
は
れ
希
有
の
出
來
た
る
こ
そ
願
ふ
虜

の
幸
ひ
な
れ
と
、
思
ふ
に
進
む
足
竝
早
く
、
舎
り
に
も
歸
ら
ず
。
路

上
よ
り
直
に
光
景
が
館
に
馳
せ
着
き
、
何
の
思
慮
す
る
迄
も
な
く
、

此
事
さ
し
て
御
僉
議
に
及
ぶ
事
に
も
候
は
じ
、
か
う
申
す
勝
雄
に
仰

付
け
ら
れ
候
へ
、
易
々
と
退
治
仕
り
候
ひ
な
ん
ず
。
渠
い
か
に
天
地

に
屈
伸
し
て
働
く
共
、
人
は
萬
物
の
霊
な
れ
ば
争
か
人
力
に
勝
り
候

ふ
べ
き
。
異
朝
に
は
漢
高
、
梁
武
、
我
が
朝
に
素
戔
嗚
尊
は
、
正
し

く
當
國
可
愛
川
上
に
し
て
大
蛇
を
斬
り
給
ひ
し
先
例
も
候
。
千
萬
歳

は
隔
つ
共
、
勇
烈
の
揆
は
一
等
に
て
候
は
ん
。
是
非
に
於
て
某
馳
せ

向
ひ
て
、
し
や
身
首
二
つ
に
作
し
て
く
れ
候
ふ
べ
し
。
さ
り
な
が
ら

大
事
の
仕
物
に
て
候
、
義
元
の
御
刀
借
し
給
は
り
候
と
云
ひ
け
れ
ば

光
景
大
き
に
感
稱
し
て
、
家
に
傳
は
る
所
の
義
元
の
太
刀
三
尺
一
寸

有
り
け
る
を
勝
雄
に
こ
そ
は
興
へ
け
れ
、
勝
雄
は
望
み
足
り
ぬ
と
悦

び
、
太
刀
推
戴
に
て
腰
に
指
し
、
満
座
へ
一
禮
し
て
起
ち
け
る
が
、

又
立
歸
り
て
申
す
や
う
。
さ
る
に
て
も
今
度
さ
し
も
大
功
の
面
々
の

其
の
中
に
、
某
一
人
望
み
て
馳
向
か
ひ
候
ふ
上
に
、
毒
蛇
退
治
仕
得

ん
事
、
一
定
手
に
取
り
て
覺
え
候
。
若
し
千
萬
に
一
つ
も
仕
損
ず
る

者
な
ら
ば
、
大
蛇
と
組
打
ち
仕
り
候
は
ん
。
再
び
歸
り
て
人
々
に
面

を
向
く
事
候
は
じ
と
、
荒
言
吐
散
し
て
出
で
た
る
有
様
は
、
あ
っ
ぱ

れ
大
剛
の
者
や
と
感
じ
あ
へ
り
。

【
④
香
川
勝
雄
い
ざ
出
陣
】

さ
て
勝
雄
は
吾
が
家
に
歸
り
て
用
意
の
様
花
や
か
也
。
時
し
も
春

の
事
な
れ
ば
、
小
櫻
縅
の
鎧
透
間
な
く
著
な
し
、
五
枚
冑
の
緒
を
縮

め
、
義
元
の
太
刀
に
二
尺
三
寸
の
左
文
字
の
打
刀
指
添
へ
、
人
多
く

て
悪
し
か
り
な
ん
と
て
、
唯
一
人
黒
な
る
馬
に
打
乗
り
て
、
二
月
下

旬
の
曉
月
の
光
を
冑
の
星
に
映
じ
さ
せ
、
猶
沍
回
る
山
風
梢
を
鳴
し
、

小
篠
の
霜
の
白
妙
に
野
寺
の
鐘
仄
な
る
比
ほ
ひ
、
阿
生
山
を
さ
し
て

上
り
け
り
。

さ
れ
ば
大
蛇
は
、
元
來
龍
に
化
す
る
異
霊
の
者
な
れ
ば
斯
と
や
曉

り
け
ん
、
山
中
に
入
る
比
し
も
い
と
ゞ
朧
の
春
の
月
、
俄
か
に
空
掻

き
曇
り
て
山
颪
烈
し
く
吹
き
落
と
し
た
る
に
、
深
谷
隠
れ
の
櫻
花
、

木
の
葉
と
共
に
は
ら
は
ら
と
散
亂
し
て
、
時
な
ら
ぬ
村
雨
一
頻
降
り

來
り
、
巌
崩
れ
岸
裂
け
、
山
鳴
り
谷
應
へ
て
満
山
暗
々
然
と
し
て
、

物
の
あ
や
め
も
見
え
分
か
ず
、
い
と
冷
じ
か
り
け
れ
ば
、
乗
り
た
る

馬
も
進
み
か
ね
、
身
振
し
て
立
ち
た
り
け
り
。

【
⑤
大
蛇
の
正
体
】

勝
雄
少
し
も
動
ぜ
ず
、
察
大
蛇
の
出
で
來
な
め
り
と
思
ひ
、
馬
を

傍
に
乗
り
放
ち
、
歩
立
に
成
り
て
岩
を
傳
ひ
葛
を
攀
ぢ
て
ぞ
上
が
り

け
る
。
東
方
既
に
白
な
ん
と
す
る
に
、
雲
間
よ
り
山
の
頂
上
を
杳
に

高
く
見
上
ぐ
れ
ば
、
高
さ
十
丈
許
な
る
岸
陰
に
、
榧
の
大
木
の
一
の

枝
に
大
蛇
頭
を
持
た
せ
眠
れ
る
體
に
咽
鳴
居
た
り
け
る
が
、
息
の
甚

だ
悪
か
り
け
れ
ば
、
五
七
間
邊
の
艸
木
は
嵐
に
靡
く
が
如
く
也
。
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【
⑥
香
川
勝
雄
大
蛇
を
斬
っ
た
結
果
】

勝
雄
是
を
看
て
、
い
か
に
鱗
蟲
な
れ
ば
と
て
、
一
言
も
か
け
ず
斬

ら
ん
は
、
寝
首
を
掻
く
に
等
し
と
思
ひ
、
程
近
く
立
寄
り
て
、
如
何

に
毒
蛇
も
慥
に
き
け
、
凡
そ
物
其
止
る
所
あ
り
。
其
所
を
得
れ
ば
身

安
く
、
其
所
を
失
へ
ば
危
し
、
然
る
に
今
汝
深
山
重
淵
に
も
藏
れ
ず
、

人
里
近
く
出
て
來
り
て
萬
民
の
往
來
を
妨
ぐ
る
事
、
是
れ
殘
害
を
受

く
べ
き
自
業
自
果
の
致
す
所
也
。

今
斯
云
ふ
者
は
香
川
光
景
が
家
臣
香
川
右
衛
門
太
夫
平
勝
雄
、
年

積
り
て
十
八
歳
、
汝
が
狼
藉
を
鎮
め
ん
為
に
來
た
れ
り
。
汝
其
所
を

去
つ
て
本
の
深
淵
に
立
歸
り
、
再
び
來
り
て
災
を
成
す
ま
じ
く
ば
早

く
去
る
べ
し
。
さ
ら
ず
ば
、
此
勝
雄
が
向
ふ
上
は
唯
一
太
刀
に
切
り

殺
し
て
ん
と
、
高
聲
に
呼
ば
は
れ
け
り
。
大
蛇
是
を
聞
い
て
、
眠
れ

る
眼
を
闊
と
開
き
、
紅
の
舌
を
閃
々
と
し
て
火
焔
を
ふ
つ
と
吐
き
出

し
、
左
右
の
角
を
掉
立
て
つ
ゝ
岩
を
碎
き
樹
を
折
り
て
、
唯
一
口
に

と
飛
ん
で
か
ゝ
れ
ば
、
勝
雄
太
刀
を
抜
き
か
ざ
し
、
飛
び
違
へ
て
丁

を
き
る
。
其
首
中
に
飛
び
去
つ
て
雲
路
杳
に
登
り
け
る
が
、
良
有
つ

て
黒
雲
一
村
火
焔
を
包
み
て
降
る
と
見
え
し
。
彼
の
首
勝
雄
が
上
に

眞
逆
に
落
ち
か
ゝ
る
を
抜
設
け
た
る
太
刀
な
れ
ば
、
背
け
さ
ま
に
二

太
刀
切
る
。
斬
ら
れ
て
や
疼
み
け
ん
、
其
首
七
八
町
飛
び
去
つ
て
田

上
に
落
ち
け
る
が
上
下
轉
動
夥
し
、
尚
勢
ひ
休
ま
ず
し
て
又
一
町
許

り
飛
び
去
つ
て
、
地
を
穿
ち
岩
を
覆
し
、
躍
騰
り
跳
廻
り
、
流
る
ゝ

血
川
を
な
し
、
其
地
終
に
淵
と
成
り
。
首
は
淵
中
に
淵
潜
れ
て
、
月

日
へ
て
咽
鳴
音
、
山
彦
答
へ
て
冷
じ
く
、
聞
く
人
心
を
傷
し
め
肝
を

寒
す
。

【
⑦
香
川
勝
雄
の
英
雄
伝
、
そ
し
て
・
・
・
】

彼
の
首
始
め
に
落
ち
た
る
處
を
ば
太
刀
の
ぶ
と
云
ふ
。
後
に
飛
び

入
り
た
る
處
を
ば
蛇
王
子
と
號
し
て
、
今
に
至
っ
て
淵
を
な
す
。
勝

雄
が
太
刀
を
洗
ひ
し
池
を
ば
太
刀
の
ぶ
川
と
ぞ
名
付
け
ゝ
る
。

古
今
蛇
を
斬
る
類
少
な
か
ら
ず
と
雖
も
、
勝
雄
が
如
く
勇
な
る
は

な
し
と
て
、
都
鄙
の
巵
言
茗
話
と
成
る
。
彼
の
太
刀
を
ば
素
盞
鳴
尊

の
麁
正
に
齋
し
と
て
、
所
の
八
幡
に
奉
納
せ
り
。
勝
雄
も
大
蛇
の
毒

氣
に
や
中
て
ら
れ
け
ん
。
両
目
を
久
し
く
煩
ひ
し
が
、
醫
療
の
功
を

歴
て
平
癒
し
、
永
禄
十
二
年
、
作
州
高
田
合
戰
に
戰
死
す
。

こ
れ
で
香
川
勝
雄
の
大
蛇
退
治
は
終
わ
り
ま
す
。

物
語
を
簡
略
化
し
て
み
る

原
文
で
は
分
か
り
難
い
の
で
少
し
私
の
解
釈
を
含
め
て
分
か
り
や

す
く
し
て
み
ま
す
。

①

災
害
の
状
況

題
名
が
「
香
川
勝
雄
斬
二

大
蛇
一

事
」
の
話
な
の
で
こ
の
年
に
香
川

勝
雄
が
大
蛇
を
斬
っ
た
事
に
な
り
ま
す
。
物
語
で
は
既
に
大
蛇
が
い

た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
前
に
大
蛇
が
出
て
く
る
事
件
が
発

生
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

天
文
元
年
（
１
５
３
２
）
の
前
の
年
に
八
木
村
の
な
か
で
、
阿
武

山
の
近
く
に
あ
る
中
迫
と
呼
ば
れ
る
所
で
大
規
模
な
土
砂
災
害
が
発
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生
し
、
そ
の
結
果
、
大
蛇
が
現
れ
た
と
言
う
事
で
村
の
中
の
行
き
来

が
出
来
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
た
。

そ
の
大
蛇
は
巨
大
な
ゾ
ウ
を
飲
み
込
む
よ
う
な
大
き
さ
で
、
中
国

の
伝
説
に
出
て
く
る
よ
う
な
崑
崙
山
の
よ
う
だ
っ
た
。

大
蛇
の
背
中
に
は
角
が
あ
り
、
松
や
柏
等
の
木
が
生
え
て
い
た
。

大
蛇
の
頭
は
細
く
眼
の
部
分
や
腹
の
方
は
太
陽
に
反
射
し
て
キ
ラ
キ

ラ
光
っ
て
い
た
。
舌
を
出
し
て
は
赤
い
煙
と
炎
を
出
し
、
動
く
度
に

ギ
シ
ギ
シ
と
草
を
掻
く
よ
う
な
風
の
音
が
し
た
。
ま
た
、
風
で
揺
れ

る
と
き
は
毒
を
出
し
て
、
大
蛇
の
周
り
に
は
常
に
雲
や
霧
が
か
か
っ

て
い
た
の
で
、
動
物
も
そ
の
場
所
を
避
け
、
鳥
も
そ
の
付
近
を
飛
ん

で
い
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
大
蛇
の
主
な
特
徴
は
、
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。・

中
国
に
あ
る
山
の
尾
根
の
よ
う
に
と
て
も
大
き
い
。

・
背
中
に
角
が
あ
り
木
が
生
え
て
爪
も
あ
る
。

・
頭
は
細
い
。

・
眼
や
腹
が
太
陽
に
反
射
し
て
キ
ラ
キ
ラ
光
る
。

・
風
に
よ
り
自
ら
が
揺
れ
る
。

・
舌
か
ら
赤
い
煙
の
よ
う
な
炎
が
出
る
。

・
風
が
吹
く
と
周
囲
に
毒
を
ま
き
散
ら
す
。

・
常
に
霧
や
雲
に
隠
れ
る
よ
う
な
高
い
と
こ
ろ
に
い
る
。

な
ん
と
も
不
思
議
な
生
き
物
で
す
が
、
大
蛇
と
は
な
ん
だ
っ
た
か

に
つ
い
て
は
後
に
取
り
ま
と
め
ま
す
。

大
蛇
出
現
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
は
「
入

丘
八
谷
の
間
に
蔓
延
」
と
あ
る
た
め
、
一
つ
の
谷
で
発
生
し
た
の
で

は
な
く
、
複
数
の
谷
で
発
生
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
山
で
木
を
切
っ
て
生
活
し
て
い
た
者
や
稲
作
を
し
て

い
た
者
も
土
石
流
の
発
生
に
よ
り
、
山
の
斜
面
が
削
れ
て
な
く
な
り
、

ま
た
田
畑
が
埋
ま
る
被
害
が
発
生
し
た
た
め
、
生
活
が
出
来
な
く
な

る
ほ
ど
困
難
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
風
に
よ
り
自
ら
が
揺
れ
る
（
不
安
定
な
状
況
）
こ
と
で
住

民
は
大
蛇
が
何
時
落
ち
て
く
る
と
も
判
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た
た

め
、
大
蛇
の
下
を
通
る
道
路
が
寸
断
さ
れ
行
き
来
が
出
来
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

②
八
木
城
主
香
川
家
の
と
っ
た
対
応

八
木
城
主
の
香
川
左
衛
門
尉
光
景
は
城
の
近
く
で
大
蛇
が
出
た
と

い
う
話
を
聞
き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
非
常
に
不
安
定
な
大
蛇
の
首

を
ど
う
処
理
す
る
の
か
に
つ
い
て
家
臣
を
集
め
て
話
し
合
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
家
臣
達
は
戦
で
は
な
い
こ
と
と
、
も
し
大
蛇
を
落
と

し
て
し
ま
っ
て
住
民
に
被
害
が
発
生
し
た
ら
（
失
敗
し
た
ら
）
将
来

に
わ
た
り
そ
の
事
柄
が
受
け
継
が
れ
て
し
ま
い
「
恥
さ
ら
し
」
若
し

く
は
責
任
を
と
っ
て
「
お
家
断
絶
」
に
な
る
と
考
え
、
だ
れ
も
自
ら

退
治
を
す
る
こ
と
を
望
ま
な
か
っ
の
で
す
。

③
香
川
勝
雄
参
上

そ
の
話
を
香
川
右
衛
門
太
夫
勝
雄
が
聞
き
つ
け
ま
す
。
１
８
歳
と
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い
う
若
さ
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
部
分
の
物
語
の
大
半
は
香

川
勝
雄
の
見
た
目
や
容
姿
、
武
勇
伝
や
伊
勢
神
宮
に
参
拝
し
て
き
た

等
が
書
か
れ
て
い
ま
す
が
今
回
は
省
略
し
ま
す
。
ま
た
、
素
戔
嗚
尊

が
退
治
し
た
八
岐
大
蛇
伝
説
と
似
て
い
る
事
や
、
大
蛇
退
治
に
行
く

と
聞
い
た
香
川
光
景
か
ら
家
に
伝
わ
る
義
元
の
太
刀
を
借
り
受
け
た

事
が
書
か
れ
て
ま
す
。

④
香
川
勝
雄
の
出
陣

勝
雄
は
八
木
城
か
ら
帰
る
と
華
や
か
な
衣
装
に
着
替
え
ま
す
。

た
ま
た
ま
季
節
が
春
で
あ
っ
た
た
め
か
小
櫻
縅
の
鎧
を
ま
と
い
、

冑
を
か
ぶ
っ
て
借
り
受
け
た
義
元
の
太
刀
と
も
う
一
つ
別
の
太
刀
を

準
備
し
２
本
を
脇
に
差
し
ま
す
。

出
発
は
昼
で
は
な
く
、
「
暁
の
光
を
冑
に
反
射
さ
せ
」
と
あ
る
の

で
夜
に
な
っ
て
、
一
人
で
黒
い
馬
に
乗
り
、
春
と
は
い
え
ま
だ
霜
が

降
り
る
よ
う
な
寒
空
の
中
、
寺
の
鐘
を
か
す
か
に
聞
き
な
が
ら
阿
武

山
を
目
指
し
ま
し
た
。

勝
雄
も
大
蛇
自
体
を
見
た
事
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、
大
蛇
は
龍
が

化
け
た
も
の
と
思
っ
て
山
に
入
り
ま
し
た
。

山
に
入
っ
た
と
き
は
晴
れ
て
星
空
が
見
え
て
い
ま
し
た
が
、
春
先

に
よ
く
あ
る
急
に
大
気
が
不
安
定
な
状
況
と
な
り
、
一
気
に
雲
っ
て

季
節
外
れ
の
雪
起
こ
し
が
発
生
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
結
果
、

山
桜
が
散
る
ほ
ど
風
は
急
に
強
く
な
っ
て
冷
た
い
雨
が
降
り
、
岩
の

裂
け
る
よ
う
な
轟
音
の
雷
が
鳴
り
響
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て

悪
天
候
の
た
め
今
ま
で
見
え
て
い
た
周
り
の
景
色
や
道
が
暗
く
て
見

え
な
く
な
り
、
雨
に
濡
れ
た
こ
と
に
よ
り
寒
く
な
っ
て
乗
っ
て
い
た

馬
も
震
え
て
前
に
進
ま
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

阿
武
山
の
登
山
口
は
細
野
神
社
か
ら
鳥
越
峠
ま
で
の
間
に
は
複
数

の
ル
ー
ト
が
有
り
ま
す
が
、
勝
雄
は
光
廣
神
社
か
ら
阿
武
山
に
登
る

ル
ー
ト
を
選
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
文
中
に
「
馬

を
降
り
て
歩
い
て
岩
を
上
が
り
、
葛
を
つ
た
っ
て
岩
山
を
登
っ
た
」

と
書
い
て
あ
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
阿
武
山
の
谷
部
に
は
岩
や
滝
に

な
っ
た
崖
が
あ
る
渓
流
は
複
数
存
在
し
ま
す
が
、
山
頂
を
目
指
す
た

め
に
は
一
般
的
に
は
尾
根
沿
い
を
歩
き
ま
す
。
こ
の
尾
根
沿
い
に
巨

石
が
あ
る
場
所
は
こ
の
ル
ー
ト
し
か
存
在
し
ま
せ
ん
。
尾
の
祠
、
胴

の
祠
も
こ
の
ル
ー
ト
上
に
あ
り
、
大
蛇
が
一
番
近
く
に
い
る
最
短
の

ル
ー
ト
を
選
ん
だ
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
こ
の
ル
ー

ト
は
光
廣
神
社
か
ら
入
る
と
し
ば
ら
く
は
な
だ
ら
か
な
山
道
で
す

が
、
約
１
５
分
も
歩
く
と
急
に
岩
が
出
て
馬
で
は
登
れ
な
く
な
り
ま

す
。
勝
雄
の
馬
は
寒
く
て
前
に
進
め
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
山

が
急
に
な
っ
て
岩
も
出
て
き
て
登
れ
な
く
な
り
、
置
い
て
行
か
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

⑤
大
蛇
の
正
体

勝
雄
は
急
な
天
候
の
変
化
か
ら
大
蛇
が
出
て
く
る
前
触
れ
だ
と
思

い
、
馬
を
置
い
て
岩
山
を
カ
ズ
ラ
を
つ
た
い
な
が
ら
登
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
事
を
し
て
い
た
ら
悪
天
候
も
お
さ
ま
り
、
東
の
空
が
日
の
出

前
で
白
く
な
っ
て
き
て
周
囲
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
山
の
頂

上
を
下
か
ら
見
て
み
た
ら
、
高
さ
十
丈
（
約
３
０
ｍ
）
ほ
ど
の
大
き
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な
岩
の
岩
陰
か
ら
生
え
る
榧
の
木
の
間
に
大
蛇
の
大
頭
（
巨
石
）
が

顔
を
出
し
て
い
る
（
引
っ
か
か
っ
て
い
る
）
の
が
見
え
ま
し
た
。
嵐

で
風
が
強
か
っ
た
の
も
あ
り
、
木
が
揺
れ
る
度
に
ギ
シ
ギ
シ
を
う
め

き
声
の
様
な
音
が
し
て
、
強
風
に
よ
り
そ
の
揺
れ
が
（
榧
の
木
自
体

も
）
激
し
く
周
囲
の
草
木
も
嵐
に
合
わ
せ
た
よ
う
に
大
き
く
揺
れ
、

大
蛇
の
一
部
の
よ
う
に
見
え
た
の
で
し
た
。

⑥
香
川
勝
雄
大
蛇
を
斬
っ
た
結
果

勝
雄
は
こ
の
状
況
を
み
て
、
如
何
に
大
蛇
の
化
け
物
だ
ろ
う
が
自

分
の
名
乗
り
を
挙
げ
ず
に
切
り
倒
し
て
し
ま
う
の
は
、
不
意
打
ち
に

よ
る
寝
首
を
切
る
の
と
同
じ
で
武
士
道
に
反
す
る
と
思
い
、
大
蛇
の

い
る
（
巨
石
が
挟
ま
っ
て
い
る
）
榧
の
木
の
近
く
に
立
っ
て
、
い
か

に
も
大
蛇
に
話
す
よ
う
に
、
「
民
衆
を
困
ら
せ
た
大
蛇
の
悪
態
を
罵

り
、
こ
の
悪
態
に
お
い
て
成
敗
さ
れ
る
の
は
自
業
自
得
で
あ
る
。
今

香
川
勝
雄
が
汝
の
ロ
ウ
ゼ
キ
を
鎮
め
る
た
め
に
や
っ
て
来
た
。
今
す

ぐ
こ
こ
か
ら
立
ち
去
り
再
び
来
て
災
い
を
な
す
の
で
は
な
い
。
そ
れ

が
出
来
な
い
の
な
ら
ば
こ
の
勝
雄
が
一
刀
成
敗
し
て
く
れ
よ
う
ぞ
」

と
声
高
ら
か
に
叫
び
ま
し
た
。

大
蛇
は
こ
れ
を
聞
い
て
眼
を
”
か
っ
”
と
見
開
き
紅
の
舌
を
悶
々

と
し
て
火
焔
を
”
フ
ッ
”
と
吹
き
出
し
た
。
時
間
は
日
の
出
の
頃
の

白
く
な
っ
て
き
た
明
け
方
で
す
。
た
ま
た
ま
朝
陽
が
大
蛇
の
巨
石
を

照
ら
し
て
光
っ
た
の
が
そ
の
よ
う
に
見
え
た
の
か
、
ま
た
、
先
に
大

蛇
は
紅
の
舌
か
ら
火
焔
を
放
つ
と
書
か
れ
て
い
る
た
め
そ
れ
に
合
わ

せ
る
よ
う
に
物
語
と
し
て
盛
り
上
げ
る
た
め
に
書
か
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
は
火
焔
は
直
前
に
降
っ
た
雨
で
赤
茶
け

た
泥
水
が
流
れ
て
い
た
の
を
表
現
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

ち
ょ
う
ど
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
巨
石
を
支
え
て
い
た
木
の
１
本
が

折
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
安
定
を
失
っ
た
巨
石
が
勝
雄
の
い
る
方
に
落

ち
て
き
た
。
勝
雄
は
太
刀
を
抜
い
て
そ
の
巨
石
を
な
ん
と
か
避
け
て

大
蛇
（
巨
石
）
の
下
の
折
れ
た
木
を
切
り
飛
ば
し
ま
す
。
そ
の
首
は

木
を
切
っ
た
反
動
で
山
の
上
の
方
に
飛
ば
さ
れ
た
が
、
す
ぐ
に
落
ち

始
め
、
山
の
下
に
あ
る
集
落
を
襲
う
よ
う
な
動
き
に
見
え
た
た
め
、

勝
雄
は
こ
れ
は
や
ば
い
と
振
り
向
き
ざ
ま
に
も
う
二
太
刀
斬
っ
て
家

の
あ
る
方
向
か
ら
転
換
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
大
蛇
の
首
（
巨
石
）
は
約
８
０
０
ｍ
く
ら
い
ゴ
ロ
ゴ

ロ
と
転
が
り
な
が
ら
田
ん
ぼ
に
落
ち
た
が
、
勢
い
が
あ
っ
た
た
め
更

に
そ
こ
か
ら
ま
た
１
０
０
ｍ
く
ら
い
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
転
が
り
地
面
に
穴

を
空
け
た
り
、
通
っ
た
と
こ
ろ
が
溝
川
に
な
っ
た
り
、
最
後
は
ぬ
か

る
ん
だ
場
所
で
止
ま
り
ま
し
た
が
、
石
の
重
さ
で
地
中
深
く
沈
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。

実
際
、
胴
の
祠
が
あ
る
辺
り
か
ら
光
廣
神
社
ま
で
は
直
線
距
離
に

し
て
約
８
０
０
ｍ
く
ら
い
あ
る
の
で
、
蛇
王
池
供
養
塔
が
あ
る
辺
り

ま
で
落
ち
て
き
た
の
で
あ
れ
ば
距
離
的
に
は
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

巨
石
が
落
ち
た
時
、
地
響
き
と
共
に
も
の
す
ご
い
大
き
な
音
が
し

た
が
勝
雄
が
大
蛇
を
斬
っ
た
時
間
が
早
朝
だ
っ
た
た
め
現
場
を
目
撃

し
た
人
は
お
ら
ず
、
何
日
か
経
っ
て
そ
の
轟
音
が
凄
ま
じ
く
、
遠
く

の
村
ま
で
聞
こ
え
て
い
た
事
が
住
民
に
わ
か
る
と
、
皆
、
び
っ
く
り
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し
た
様
子
で
あ
り
ま
し
た
。

⑦
香
川
勝
雄
の
英
雄
伝
、
そ
し
て
・
・
・

そ
の
後
、
村
人
は
大
蛇
の
首
（
巨
石
）
が
最
初
に
落
ち
た
所
を
「
太

刀
の
ぶ
」
最
後
に
首
が
沈
ん
だ
所
を
「
蛇
王
子
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

り
、
蛇
王
子
は
沼
（
ぬ
か
る
ん
だ
土
地
）
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

勝
雄
が
大
蛇
を
退
治
し
た
記
念
と
し
て
太
刀
を
洗
っ
た
池
を
「
太
刀

の
ぶ
川
」
と
名
付
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

古
今
東
西
、
大
蛇
を
斬
っ
た
者
は
い
な
い
と
勝
雄
は
一
役
英
雄

扱
い
と
な
り
、
都
市
で
も
英
雄
伝
と
し
て
話
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

勝
雄
は
大
蛇
を
斬
っ
た
太
刀
を
素
戔
嗚
尊
と
同
じ
働
き
を
し
た
と

し
て
光
廣
神
社
に
奉
納
し
ま
し
た
。

勝
雄
も
大
蛇
退
治
の
時
に
大
蛇
の
毒
気
（
思
う
に
ウ
ル
シ
等
の
汁

が
眼
に
入
っ
た
か
）
に
あ
た
り
、
割
と
長
い
時
間
両
眼
を
患
っ
た
よ

う
で
す
が
、
治
療
を
行
い
完
治
し
ま
す
。
「
黄
鳥
の
笛
」
で
は
勝
雄

が
大
蛇
退
治
の
翌
日
に
全
盲
と
な
り
ま
す
。
も
し
目
に
毒
が
直
接
入

っ
て
い
れ
ば
そ
の
場
で
目
が
見
え
な
く
な
る
と
思
わ
れ
、
ま
た
大
蛇

退
治
の
直
後
に
全
盲
に
な
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
山
か
ら
下
り
る
事

は
勝
雄
が
一
人
で
山
に
入
っ
て
い
る
の
で
出
来
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
な
の
で
、
勝
雄
は
全
盲
に
な
る
よ
う
な
事
は
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
目
が
完
治
し
た
後
は
武
将
と
し
て
再
び
戦
等
に
参
戦
し
、

大
蛇
を
退
治
し
て
３
７
年
後
の
永
禄
１
２
年
（
１
５
６
９
）
の
作
州

高
田
合
戦
で
５
４
歳
で
戦
死
し
ま
し
た
。

大
蛇
の
正
体
と
は

前
段
に
出
て
く
る
村
民
を
困
ら
せ
た
大
蛇
の
特
徴
と
後
半
に
出
て

く
る
香
川
勝
雄
が
見
た
大
蛇
の
特
徴
、
こ
れ
ら
の
特
徴
を
土
砂
災
害

に
当
て
は
め
て
み
る
と
大
蛇
の
正
体
は
こ
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
山
は
広
島
花
崗
岩
に
よ
る
風
化
し
た
真
砂
土
に
覆
わ
れ
て
い

た
が
、
大
規
模
な
土
石
流
に
よ
り
光
廣
神
社
東
側
の
斜
面
が
崩
壊
し
、

尾
根
に
は
コ
ア
ス
ト
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
巨
石
や
岩
が
現
れ
た
。

巨
石
や
岩
は
花
崗
岩
で
あ
り
、
新
た
に
土
の
中
か
ら
現
れ
た
た
め

苔
と
か
が
付
い
て
お
ら
ず
、
花
崗
岩
に
含
ま
れ
る
石
英
等
の
鉱
物
が

太
陽
に
反
射
し
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
、
集
落
か
ら
見
る
と
蛇
の
眼
や
鱗

の
よ
う
に
見
え
た
。

大
蛇
の
首
と
呼
ば
れ
る
巨
石
は
、
山
の
下
か
ら
見
上
げ
る
と
約
３

０
ｍ
も
の
連
な
っ
た
巨
石
の
か
た
ま
り
の
中
か
ら
生
え
る
榧
の
木
の

間
に
引
っ
か
か
っ
て
、
今
に
も
落
ち
そ
う
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
、
風
が
吹
く
と
木
の
揺
れ
に
合
わ
せ
て
巨
石
も
ギ

シ
ギ
シ
と
音
を
立
て
て
揺
れ
た
。

舌
か
ら
出
る
赤
い
炎
に
つ
い
て
は
、
雨
が
降
る
と
真
砂
土
の
赤
茶

け
た
水
が
流
れ
て
き
た
の
か
、
乾
燥
し
た
真
砂
土
が
風
で
飛
ば
さ
れ

て
土
埃
と
な
っ
た
も
の
を
表
現
し
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
「
周
囲
に
毒
を
ま
き
散
ら
す
」
の
は
木
に
引
っ
か
か
っ
た

巨
石
が
風
で
揺
れ
て
ウ
ル
シ
等
の
か
ぶ
れ
た
り
す
る
木
と
こ
す
れ
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図-6　土石流発生と大蛇出現のメカニズム

土石流の発生

①山が崩壊するほどの土石流の発生

元々の山の形

④水分を多く含んだ土砂の堆積
（水分が抜けなくて沼のもととなった）

２～３ｍの堆積
光廣神社

① 土石流の発生による山の崩壊
② 土石流により土砂が流れ落ち、巨石の多くが尾根に残る
③ そのうちの数個が木に引っかかり、下に落ちそうな状況となる。

（大蛇の首の部分）
④ 土石流により田んぼ等の耕作地に堆積した土砂はぬかるみとなり

特に水はけの悪いところが沼となる。
⑤ 木に引っかかった木が落ちてくる心配と土石流によるぬかるみに

より動物はもとより住民の往来が困難となる。

土石流が発生し、他の地区では見られないような山
の尾根の大規模崩落により、今まで見た事のない巨石
が尾根上に現れ、そのうちの数個の巨石が今にも集落
に落ちてくる状況となった。

「あぶないもの」の出現 ＝ 大蛇

②
③

⑤巨石の落下やぬかるみにより、住民や動物の往来が困難

新しくできた山の形

⑥ 勝雄が木に引っかかっていた巨石を落とす
⑦ 水はけの悪い土石流で堆積した中に埋まる

⑥

⑦

「あぶないもの」の解消
大蛇退治

大蛇の首 ③→⑥→⑦へ

て
、
そ
の
汁
が
飛
び
散
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
は
大
蛇
が
「
何
も
し
な
い
・
た
だ
落
ち
そ
う
で
ゆ
ら
ゆ
ら

し
て
い
る
」
で
は
物
語
が
お
も
し
ろ
く
な
い
の
で
「
大
蛇
な
の
で
何

か
攻
撃
し
て
く
る
も
の
」
と
し
て
物
語
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
書
か

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
大
蛇
を
出
現
さ
せ
た
た
め
に
流
れ
落
ち
た
大
量
の
土
砂
は

ど
う
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
集
落
の
田
畑
に
厚
く
（
３
ｍ
以
上
）
堆

積
し
、
当
時
は
バ
ッ
ク
ホ
ウ
等
の
土
砂
を
撤
去
す
る
重
機
や
ダ
ン
プ

ト
ラ
ッ
ク
も
な
か
っ
た
た
め
、
土
砂
を
取
り
除
く
こ
と
が
出
来
ず
、

そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
結
果
、
一
部
の
元
々
低
か
っ
た
土
地
で
は
水

を
含
ん
だ
ぬ
か
る
ん
だ
土
地
が
形
成
さ
れ
た
（
沼
に
な
っ
た
）
と
思

わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
数
年
が
経
ち
、
そ
の
土
地
の
上
に
人
々
が
帰
っ
て
き
て
生

活
を
は
じ
め
、
山
側
の
土
地
は
今
の
よ
う
な
形
状
が
残
り
、
現
在
の

光
廣
神
社
東
側
の
二
つ
の
谷
と
な
る
尾
根
を
形
成
し
た
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
と
、
大
蛇
の
正
体
は
、
光
廣
神
社
か
ら
阿

武
山
に
向
か
う
山
の
尾
根
に
あ
る
巨
石
群
（
写
真-

２
０
・
２
１
・

２
２
）
で
あ
っ
た
と
理
解
出
来
、
土
石
流
が
発
生
し
た
渓
流
は
光
廣

神
社
の
北
東
側
に
あ
る
渓
流
（
写
真-

１
９
）
で
あ
る
と
結
論
付
け

ら
れ
ま
す
。

古
い
話
で
は
多
く
の
箇
所
で
土
石
流
が
出
た
谷
を
「
蛇
が
抜
け
る
」
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と
表
現
し
、
地
名
を
名
付
け
た
り
し
て
い
る
の
で
、
村
民
は
谷
か
ら

発
生
す
る
土
石
流
で
被
災
す
る
経
験
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
山写真-20・21・22　阿武山尾根に見られる巨石

の
尾
根
か
ら
崩
れ
落
ち
る
よ
う
な
土
石
流
を
経
験
し
た
事
が
な
く
、

ま
し
て
や
尾
根
に
連
な
っ
た
巨
石
群
を
初
め
て
見
た
た
め
不
気
味
な

も
の
、
し
か
も
お
ま
け
に
今
に
も
落
ち
そ
う
な
巨
石
が
木
に
引
っ
か

か
っ
て
い
た
の
で
近
寄
ら
な
い
よ
う
「
あ
ぶ
な
い
も
の
」
と
し
て
共

有
す
る
た
め
、
あ
え
て
「
大
蛇
」
と
し
て
表
現
し
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
こ
の
地
を
谷
か
ら
の
土
石
流
の
発
生
で
呼
ば
れ
る
「
蛇

抜
」
と
い
う
土
地
で
呼
ぶ
の
で
は
な
く
、
香
川
勝
雄
が
「
あ
ぶ
な
い

も
の
」
と
し
て
現
れ
た
大
蛇
を
成
敗
し
問
題
を
解
決
し
た
と
言
う
地

と
し
て
、
讃
え
る
意
味
で
「
蛇
王
子
」
と
呼
ん
だ
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
を
後
世
ま
で
語
り
継
ぐ
た
め
大
蛇
退
治
を
あ
え
て
軍

記
物
を
編
纂
し
た
陰
徳
太
平
記
に
特
別
編
と
し
て
物
語
を
入
れ
込
ん

だ
と
。

そ
の
後
、
月
日
が
経
ち
、
実
は
讃
え
る
た
め
の
蛇
王
子
が
大
蛇
が

落
ち
た
地
の
「
蛇
落
地
」
と
な
り
、
さ
ら
に
土
石
流
の
頻
発
す
る
よ

う
な
悪
い
地
「
蛇
落
地
悪
谷
」
と
な
り
、
印
象
が
悪
い
と
言
う
こ
と

で
蛇
落
地
か
ら
上
楽
寺
、
上
楽
地
へ
と
、
悪
谷
か
ら
足
谷
へ
と
変
遷

し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

さ
い
ご
に

本
文
の
作
成
に
あ
た
り
、
国
土
交
通
省
広
島
西
部
山
系
砂
防
事
務

所
よ
り
、
設
計
業
務
の
報
告
書
の
一
部
を
お
借
り
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
ま
た
、
八
木
３
丁
目
の
畠
堀
秀
春
様
に
本
件
の
執
筆
に
つ
い

て
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
八
木
小
学
校
百
周
年
記
念
誌
や
黄
鳥
の
笛
の
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書
籍
を
紹
介
し
て
頂
き
ま
し
た
。
感
謝
の
意
を
表
し
て
謝
辞
と
い
た

し
ま
す
。
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